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THE VAULTSにて

私はザ・ヴォルツのテ
イスティング・ルー
ムでピップ・ヒルズ
と話をすることが
出来た。私は彼
がまだここにノスタ
ルジーの気持ちを

持っているのであれば、それはとても良いことであ
ると思っていた。ソサエティの創立者である彼が、
夕方の遅くにソサエティの最初のボトリングを幸

運なメンバーへシェアするためにここに舞い戻って
きたのです。

1980年代初頭に当時このビル
の持ち主であったJGトムソンに
ソサエティの本部としてこの建
物を売ってくれないかと、初め
て尋ねた時と同部屋であるザ・
ヴォルツのテイスティング・ルーム
に彼は座っている。

「私は以前からこの建物がすごく好きで、ある
時思い切って階段を上がり、マネージャーに会わ

Field  
of drams

リチャード・ゴスランが
ソサエティの創設者
ピップ・ヒルズにビンテージ
ボトルに対する彼の思
いについて話を聞く。 
写 真 ： マ イ ク ・ ウ ィ ル キ ン ソ ン

上：ピップが1.1を用意する

上：カスク1.1グレンファークラス、8年熟成、シェリーカスク

この1.1は元々ソサエティの創設
メンバーの一人であった俳優の
ラッセル・ハンターが所有していた
ものであるが、彼がザ・ヴォルツに

寄贈してくれた。
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グラスに一杯注ぎ、Unfiltered、iTunes, 
Google podcasts, Spotify, Stitcher
もしくはTuneinでピップの話を聞く事が出

来ます。

ピップ・ヒルズと

Whisky

TALK
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この部屋だった」。
「単なる偶然の一致で、この会社はこの月に

新しい施設に引っ越そうとしていた。そう、だから
私はここの施設責任者から好意的な提示額で
受けることできた。ツァイドガイスト（ドイツ語で
日本語訳では時代精神）が指揮艦を操縦し
ているような心持ちで、まさに後ろ髪が逆立つよ
うな思いだった。

1785年までこの部屋はなかったが、4階建
てのこの建物が今でも変わってない事は非常に
嬉しく思う」。

ピップと彼の小さな団体はこのザ・ヴォルツを

JGトムソンから購入し、1983年にソサエティ最
初のオフィシャルボトルをリリースした。カスク1.1
はグレンファークラス、8年熟成のシェリーカスクで
あった。そして今夜私たちはここに集まり、ソサエ
ティの創設者と共に歴史的な1.1を開け、このグ
ラスに入った液体の過ごしてきた歴史を味わい、
彼がシングルカスク、シングルモルトの喜びを世
界に紹介したその発想と方法について話が聞け
ることを喜んでいる。メンバーたちはグラスのウイス
キーに感銘を受けるとの同じく、ピップの話にも聞
き入っている。

「ソサエティのウイスキーを一度味わった人は
「これはどこで手に入れたの？なんで自分は今

まで知らなかったのだろう」と誰もが口をそろえて
彼に聞く。「この仕事はまるで金を配るのと同じ
くらい簡単で、一種の通貨として通用するくら
い立ち回りが自由であった。当時を振り返って
みると、その頃は一種の怠慢かと思われるかも
しれないが、当時はウイスキーの存在が、あまり
仲の良くなかった人々との取引を円滑にしたも
のだった」。

78歳となるピップであるが、詳細な彼の記憶
力で当時の時代背景を踏まえた話は、ソサエ
ティがリースからロンドン、そして世界的な会員
組織へと成長することを観客に伝えることが出
来た。

朗報がある。ピップのこれらの話を直接聞く事
が出来なかった人々のために、彼は現在、彼と
ソサエティにまつわる逸話をまとめた書籍を出版
する準備を進めており、この年末に予定してい
る。一方で残念なニュースは1.1を味わえるチャ
ンスを期待されるかもしれないが、この経験は今
晩限りである。

「この部屋に座って、地球上もっとも素晴らし
い一杯を飲むことより良い事が他にあるなんて
思わない」と思っていたが、ピップはこの会の終わ
りにこう言った。「ウイスキーを飲むあなたのグラス
の中は1.1である必要はない。どのソサエティウイ
スキーもそれに価するものである」と。

上：ピップが聴衆にソサエティ創設当時の様子を話す

ソサエティの創設者と
ソサエティウイスキー
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INTERVIEW

私は自分が詰めた樽を次の人へと置
いていくのです、正直寂しいですが、
全て継続と品質保持のためです。
サ ン デ ィ ー ・ ヒ ス ロ ッ プ 　 シ ー バ ス ・ ブ ラ ザ ー ズ の ブ レ ン デ ィ ン グ 責 任 者
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サンディー、この仕事を
始めたきっかけは？

1983年、ダンディーにある小さなウイス
キーの会社であるスチュワート・クリーム・オ
ブ・バーレーのサンプルルームアシスタントと
なったのが始まりです。大学で化学を学ん
でいましたが、父が時間の無駄だと真っ向
から反対でした。なので彼が新聞でこの仕
事を見つけ、私はサンプルルームで働きだ
し、週に一度アバディーンまで化学を勉強
しに通いました。父はこれこそが稼ぐ手段
であり、また教育も受ける事が出来るだろ
うと私に言いました。そう、このやり方で上
手くいったのです。

その時ウイスキーに興
味はありましたか？

全くありませんでした。私は当時17歳
で、ようやく18歳になるところで、この仕事
が向いているなんて全く思いませんでした。

化学とその資格を取ろう
と思っていましたか？
そうですね、でも振り返ってみると、当
時ヴァッティング、ボトリング、濾過
工程、在庫管理を経験したこと
が今の基盤となったと思います。

Sandy
Hyslop
シーバス・ブラザーズ社のマスターブレンダーである
サンディー・ヒスロップ氏が世界の大企業の一つで
働くキャリアと秘策の全てをソサエティのスピリッツ・
マネージャー：ユアン・キャンベルに語ってくれた。

文 ： ユ ア ン ・ キ ャ ン ベ ル  写 真 ： ピ ー タ ー ・ サ ン ド グ ラ ウ ン ド



サンディーからの秘訣

好きなものを飲もう
誰に何を言われても気にせず、ニートでもどれだけ水を入

れても、あなたの好きに飲めばよい。

水分を取ろう
カスクストレングスで飲む場合は常にたくさんの水も併せ

て飲みましょう。

冷水は入れないで
フレーバーをベストな状態で楽しみたいのであれば、水は

常温で決して冷やさないものを加えてほしい。

ロックを試して
ゆっくり溶ける大きな氷の塊が好きです。 氷の大きな面
がウイスキーにゆっくりと溶けていくので温度もさほど下が

らずに楽しめます。

比べてみて
同じウイスキーを違う飲み方で試してほしい。ニート、少
し加水したもの、また別のグラスには更に水を加えたもの

とで味わいの違いを感じてほしい。.

低めのアルコール度数
Iバランタイン12年のハイボールが好きです。ファーストフィ
ルのアメリカンオーク樽を使用しており氷とソーダで混ぜる
と樽香を感じられる。たくさんソーダを注いでも味が崩れ
る事はありません。アルコール度数６％程度でも暖かな

夕方にはピッタリです。.

あなた自身の表現を見つけて
他の人の表現に惑わされないで。それぞれの経験から自
分自身のフレーバーの表現を見出すことが出来るはず。

最終的には全てを
経験されましたが？

そうですね、その後さまざまな合併
や買収により私たちはシーバス・リーガ
ル、ペルノ・リカール社の一員になりまし
た。私は官能的なスキルを学ぶため、
週に1度ダンバートンに通ってマスター
ブレンダーのジャック・ガウディ―と一緒
に働きはじめました。

それらのスキルを習得するため
にはどのようなトレーニングを行
うのですか？

ジャックがやっていた事と同じ事で、
熟成したカスクのノージングをする。彼
は常に私を前に出してくれ、ずっとその
場にいてくれました。終わると違うと思
ったところ、何か問題だと思った事を
議論をしました。これは不定期のトレ
ーニングでしたが非常に良い経験でし
た。12か月後、彼は私にフルタイムで
自分と働こうと提案してくれた。これは
たぶん一番長い面接で、私の嗅覚を
クリーンに保たなければなりませんでし
た。彼は時間をかけて私が彼の望ん
でいる人物かどうかを判断し、そして決
心をしてくれました。

勤めて何年になりますか？
36年です。

入社当初から仕事はどう変わっ
てきたのでしょうか？

この仕事が大好きで、また好きなよ
うに進化してきました。運よく2005年
にペルノ・リカール社の全てのブランドを
統括する業務に就き、ブレンディングを
担った。ヴァッティング工程の部署につ
き、その後樽購入、研究室、技術セ
ンター、在庫管理を担当しました。在
庫管理、カスク、研究室、ブレンディン
グがありましたが、私の中心はブレンデ
ィングにありました。私のオフィスはサン
プルルームの隣にあり、これはまさに私
のルーツに根付いています。

普段一週間をどのよ
うに過ごしますか？
  私と私のチームは毎週スペイサイ
ドに行き、我々の蒸留所の全ての
新しいスピリッツを確認します。キ
ースにテイスターがおり、そこでブラ
インドテイスティングを行い、基準と
なるものと照らし合わせます。我々
は全てのサンプルを簡単にここに持
ってくることが出来ますが、私は蒸
留所のマネージャーたちと顔を合わ
せて協議する事が好きなので、樽
にスピリッツを満たす前に香りや味

わいを確認し、記録をつけます。

そして、それを保管しておき、ブ
レンドをする時が来たらその記
録が必要になる…

その通り、樽の種類だけで決めるの
ではなく、当時の記録を確認していか
に基準値に近く、適したものを選定す
るのか、樽詰めの際の判断に必要と
なります。これは重要な事で、もしあな
たがブレンダーになったとしたら、あなた
が樽詰めする時には他の誰かが詰め
た樽を使う事になるからです。そしてあ
なたが詰めた樽はあなたが働いている
時間と同じ時を過ごすのです。そして
私は自分が詰めた樽を次の人へと置
いていくのです。正直寂しいですが、全
ては継続と品質保持のためです。

マスターブレンダーにとって最
も重要な特質とは何だと思い
ますか？

匂いに関してのセンスとその匂いを
記憶するスキルと、もちろんスコッチウイ
スキーに対する情熱が必要です。私
は一度たりともカスクサンプルのノージ
ングが退屈だったことはなく、多くのもの
に出会う時が愛おしい。100％ファー
ストシェリーバットのアベラワーアブーナ
のようなものを作るとき、私はサンプル
ルームでミニチュアを作ります。これは
逸品ですから。

今までの経験の中で何千もの
樽を試したと思いますが、飛び
ぬけている、クローズした蒸留
所等、記憶に残っているもの
はどんなものでしょう？

1930年にしていたであろう、バラン
タイン30年のようなものをブレンドした
時。この時のカスク全てをサンプルルー
ムに運び、ノージングし、異なる配合で
まとめ上げました。これは本当に素晴
らしかった。30～40年熟成のもの、
その多くの蒸留所が閉鎖されており、
全て異なった時を経たものが並んでい
る。いくつかのカスクは驚くべきもので、
シーバス・ブラザーズの30年前はおよ
そ7つの異なった企業だったと思います
が、それぞれ異なった樽詰めの方針も
持ち合わせており、通常は見る事の
出来ないようなとても違いのある樽通
しを組み合わせるので、非常に興味
深い。グレントファースのカスクがセカン
ドフィルのバットである、ファーストフィル
もしくはベルタ―であると思うかもしれ
ないなど、何であるかにつまづくほど刺
激的なものはありません。誰もが「これ
見てよ、すごい不思議！」と言う。これ
らは小さな驚きですが、「それはさてお
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Unfilteredのpod 
cast、Whiskey Talkのエピソー
ド３でサンディーとイアンの会話の
全容が聞けます。iTune, google 

Podcast, Spotify, Sticher, 
Tuneinから可能です。

Whisky

TALK

き、特別な樽詰めのためにこれらを保って
いきます。

今晩一杯飲むとしたらどれを選び
ますか？

そうですね、バランタインのシングルモル
ト、グレンバーギー15年が良いかな、それ
とも、

スキャパは素敵なウイスキー、良くできて
おり繊細、強すぎず、それほど力強くもな
い。バランタイン12年と17年は素晴らしい
ウイスキーですね。難しい質問ですね。あ
なたも同じだと思いますが、その時の気分
でしょうか・・・。

・・・今日はどうですか？
シーバスXVが好きですね。コニャックカス

クをフィニッシュに使用しており、非常に豊
かで、週末の一杯のようであり、フレーバー
に富んでいるのでゆっくりと飲んでほしい。
口の中で長い余韻を楽しめます。

長い余韻はその酒の本質につながり
ますね！そして何をどう飲むかについ
て考えることにつながる。
  もちろん、あなたは様々なウイスキー
を提供する事によってそれを学び取る
事が出来ると思いますよ。言葉に出さ

1930年にしていた
であろう、バランタイ
ン30年の様なもの
をブレンドしたような
時。カスクの全てを
サンプルルームに運
んだ。これはすばら
しい楽しみでした。

サ ン デ ィ ・ ヒ ス ロ ッ プ

なくても彼らが一杯をどれだけかけて飲
むのか観察する事ができる。そして商
品、どのカスクを使っているのか、何度
目のフィルなのか等を分析していく。それ
は、飲む経験が導き出すことでしょう。

私たちはいつもPPMについての話
題が出る・・・。一杯毎に換算した
場合の事を考えるのは楽しいで
しょう！
私もその実験をしたいです！ 

サンディーと
SMWSスピリッツ・
マネージャーのイア
ン・キャンベル
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古くからエジンバラの不
動産会社の決まり
文句であるファイフ
王国の素晴らしい
眺めは良い地元の
学校やウェイトロー
ズのスーパーマーケ

ットが並んでいる。ファイフはローマ支配から
逃れた親和的なピクト王国であり、テイと
フォース湾に挟まれ19世紀にこれらの広い
河口が道路と鉄道にまたがるまではひっそ
りとしていた。ファイフのその名はウイスキー
よりもむしろゴルフ場としてその名を世界に
よく知られているが、近年ウイスキーも再び
その呼び名が知られてきている。

最初に思い浮かぶのはあらゆるウイスキ
ー関連の著書に記述されているスコットラ
ンドで最初に文書化されたファイフのリンド
レス修道院に関することで、1494年の王
室財務省に、修道士フライヤー・ジョン・コ

ーは王の命令によってアクアヴィテを作るた
めに麦芽8ボルとある。「麦芽８ボルはお
よそ508kgあり、今日のウイスキー換算
でおよそ400本以上を作ることができる」
と1997年のチャーリー・マクレーンの本で
モルトウイスキーは紹介されている。アクア
ヴィテ、もしくは生命の水は、当時薬とも
香水ともまたは爆弾の成分とも表現され
ているが、この事でスコッチウイスキー業界
としては1994に創業500年を迎えたこと
になる。

全て忘れられた
その後、東海岸に沿ったモルトウイスキ

ーの生産は、アンガスを含めたった1つブレ
チンにあるグレンカダム蒸留所のみに縮小
してしまった。かつてノースポート蒸留所も
あったがすでに閉鎖しており、跡地はスー

パーマーケットになってしまっている。
1929年にキャメロンブリッジがモルトウイ

スキーの生産を中止してからファイフもその
勢いを失った。このヨーロッパ最大、全ての
母とも言えるこの蒸留所はグレーンウイス
キーと併せウォッカやジンに注力している。
アルフレッド·バーナードは1880年台に蒸
留所訪問ツアーを行った際、「ここで生産
されるウイスキーは他のどの世界のものとは
違う」と述べている。ここではいくつかのウイ
スキーが生産されている。まず、グレーンウ
イスキー、ポットスチルアイリッシュ、そしてサ
イレントモルトとフレーバーモルト。当時フォ
ース鉄道橋はアイルランドの作業員によっ
て建設され、ウイスキーは死者数増加の
原因とされていた。The Hawes Innは
私達労働者の中心であり、3000人もの
労働者にとって魅力的であったと証明され
ている。とエンジニアの一人、サー·ベンジャ
ミン·ベイカーは書いている。救急処置室

フォース湾からモントローズに続く沿岸地帯
はかつて大麦の主要な産地だった。蒸留
に関する最初の記述がファイフにあると主
張していることも驚かない。525年後にト

ム・ブルース・ガーディンが報じたように、この
地域の至る所でウイスキーは復活した。

第2次ブーム
写 真 ： マ イ ク ・ ウ ィ ル キ ン ソ ン
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アーバイキがジンの
流行の波を捉えられ
てラッキーだったと認
めているが、ウイス

キーがやがて主要に
なると信じている。

S E E  P A G E  1 4

東海岸のウイスキー
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はサンザシの咲く素敵な庭に隣接してお
り、そこには多くの死者やけが人が運び込
まれてきた。もしHaws Innのウイスキーが
なかったら、どれだけの人がここから逃げ出
していただろう。57人がキャメロンブリッジの
「ポットスチルアイリッシュ」を腹いっぱいにし
てファイフ湾に流れ込み死んだことも脅威
の一つである。バーナードはドラムカルディ
蒸留所（1896−1903年）の訪問は
逃したが、バーンティスランドにあるグレイン
ジー蒸留所とカークカルディ近くにあるオー
チャーテイトゥール蒸留所とオーチタムフティ
ー蒸留所を尋ねることができた。1920年
台には3つとも閉鎖してしまったが、キャメ
ロンブリッジのポットスチルは健在だった。キ
ャメロンブリッジは他のグレーン蒸留所とは
異なり、元々はキャメロンブリッグと呼ばれ
るファイフにある労働者クラブで人気の単
一のグレーンウイスキーを製造し続けてい

た。2014年には2つ目のシング
ルグレーンウイスキーが販売

された。これは金色のキャ
ップがついた青い光沢の
あるボトルに入れられて
おり、アフターシェイブロ
ーションとも間違えられ
る。あのデイヴィド·ベッ
カムで有名なヘイグクラ

ブである。

新しい世代
1822年にキャメロンブリッジを設立した

ヘイグは彼らのいとこであるスタインズと共
にローランドウイスキーの組織の一人であ
った。インチダーニー蒸留所のイアン·パーマ
ーの説明にあるように、蒸留に対する彼ら
の産業的アプローチは部分的には自然の
偶然によるものであった。「ローランドが炭
田の上に建てられたという事実が他との違
いを生んだ。なぜなら炭力がスチルをずっ

と速く稼働させることができたからだ」。ファ
イフ農家はそれまで大麦以外の穀物を栽
培していたことが更にグレーン·ウイスキーの
生産を促進した。40年間インバーゴード
ンでのウイスキー製造の経験を持つ彼は
「グレーン蒸留の1つの欠点は必要とされ
るより若干モンスター的な要素があ
る」と言う。

イアンはファイフの蒸留
所業者の若い世代の1
人、2015年からグレンロセ
スの外れで操業している。
最終的に10～15年もの
のシングルモルトを発売す
るまでは、マクダフインターナ
ショナルのグランド·マニッシュの
ようなブレンデッドを提供してい
く。インチダーニーは頼りになる歴史
や遺産をもっていないので、味わいを探求

する必要がある。「我々は非常に徹底し
た企業であり、ここでやることはただ一つ、
良いウイスキーを作ることです。だからビジ
ターセンターもありません」。と彼は言う。

ウイスキー製造において地元の大
麦を使う事を主張するイアンに

とっては非常に重要な事で「
我々が行う全ての事におい
てファイフの事を念頭におい
ている」と彼は言った。「厳
密に言えばローランドウイス
キーだが、我々はあえてファ
イフを名乗る」。

ファイフの陽光
イアンは近郊のキングスバーンズズ蒸留

所のエンジニアにも協力しており、最初の
シングルモルト「夢の一杯」がこの2月にリ
リースされた。オーナーであるウィームズ一
家は2005年からボトラーズとして創業し
ており、ウイスキー業界への重要な洞察を
与えている。キングスバーンズのゴルフキャ
ディーであるDoug Clementがオリジナル
のアイデアをウイスキー好きのゴルファーたち
に与えた。

「我々は何世代にも渡って炭鉱夫とし
てこの地に住んでいたが、今は蒸留業者
となった」。と社長のウイリアム・ウィームズ。
我々の先祖の誰かがこのような事になると
は思いもよらなかったであろう。キングスバ
ーンズは材料の現地調達にも力を入れて
おり、「我々は自らの大麦を使用しない商
品を販売することはなく、それが我々の立
場でもある。ファイフの素晴らしい日差しが

上：キングスバーンズは地元資源を使用している

下：インチダーリンの内部

ウイリアム・
ウィームズ

イアン・パルマー

＊Navvyについて少し補足を
　この言葉はかつて大都市のインフラ整備のため
に雇用された単純労働者の事を指す。
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完璧な大麦を作っている」。と言っている。

地元のシェフでもありフードライターでもあ
るクリストファー・トロッターは同じ気候のた
めアッパーラーゴにある自宅に小さな
ぶどう畑を作った。長い日中の
日差しは暖かさの不足を補う
だろう。2015年に味わわれ
たシャトーラーゴは「飲めな
い」と言われたが、気候変
動が起こった際には成功
するかもしれない。

キングスバーンズでは、ジ
ム・スワン博士により軽くてフル
ーティーな若い熟成のスピリッツが作
り出され、現在では若くして蒸留所のマネ
ージャーとなったピーター・ホルロイドの仕事
となっている。印象的なビジターセンターと
ローランドの誇るべきウイスキーはこの先の
産業に非常に重要だとウイリアム・ウィーム
ズは信じている。「10年後、市場ではロー
ランドのシングルモルトでいっぱいになってい
るだろう」、「ローランドの蒸留業者が互い
にこの土地で協働していく事が必要な時
なのだろう」。「彼はまたファイフのウイスキー
メーカーが現在2年目を迎えるファイフウイ
スキーフェスティバルで互いに宣伝する余
地が十分あるとみている」。

まずビール、そしてウイスキー
セントアンドリュースの沿岸、エデン川の

河口に位置するエデンミルはクラフトビール
とウイスキーも含めたスピリッツを製造して
いる。2012年にポール・ミラーとヘリオット
ワット大学の卒業生の醸造・蒸留チーム
によってエデン醸造所として設立された。

1860年代にヘイグ家によってセギー醸

造所が蒸留所に改装され、更に1世紀前
に閉鎖されて以降初めての事である。当
時はビールとウイスキーが同じ屋根の下で
作られることは日常的であったが、2016
年にUnfilteredのインタビューでミラーと話
した時には思いもよらなかったことである。「

蒸留所をスタートしてから醸造所を
始めようと思ったかって？そんな

事はないよ」と彼。エデンミル
は昨年初めてシングルモル
トをリリースし、この記事を
書いている時点ではウイス
キーの生産を増加・拡大
を遂げ、1週間で8樽分を
満たしていた。

蒸留業者のアルバイト
ダフトミル以上にウイスキーを生産しないと
ころなどあるだろうか。2005年にフランシ
ス・カスバートと彼の弟イアンがクーパーの
近くのこの小さな蒸留所でライセンスを取
得して以来、年間平均100樽ほどしか製
造していない。「蒸留業者としてはアルバ
イトをしている農家です」とフランシスは説
明をしないだろう。1000エーカーの農場か
らこの仕事を始める事に疑いはなく、収穫
後の7月から8月の農閑期にのみ蒸留を
する。彼とウイスキーとの関わりは一杯を楽
しむ以外にはマッカランとハイランドパークの
オーナーであるエドリントンにモルティングの
大麦を提供することである。

「最初のアイデアは1トンあたり
70ポンドで売られていた大
麦に価値を加えることだ
った」と彼はウイスキーラ
イターのギヴン・スミスに
昨年語っている。「しか
しボトル用のカートンは
大麦を売ることよりはる
かにコストがかかる」。フ
ランシスはダフトミルのウイ
スキーファンに味を否定する
ことに喜びを覚えた、もしくはそ
う思わせた。「その時が来たらボトリングす
る」と独学の蒸留業者は言っていたが、つ
いにこの4月に2005年蒸留のボトルをダ
フトミルのエージェントであるロンドンのメイフ
ェアにあるベリー・ブラザーズ＆ラッドを通じ
て250本発売した。このウイスキーは210
ポンドで落札され、現在は更に価値がつ
いている。
 

上：エデンミルの拡張

下：年間100カスク生産するダフトミル

フランシス・
カスバート

ポール・ミラー
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事の始まり
リンドーズアビーに戻る時が来た。その

所有者はかつて「生命の水」との由緒ある
関わりに気づいていなかった。公平にみて
も修道院は何世紀にも渡って破滅してお
り、そこにあるのは生い茂った草と雄牛、番
犬以外には何もなかった。1世紀以上もこ
こで農場を営んできた華族のドリュー・マッ
ケンジー・スミスに話を聞いた。「20年ほど
前、マイケル・ジャクソン（ウイスキー＆ビー
ルライター）が訪れた。当時我々は彼が
何者かまったく知らなかった。6ヶ月後に著
書「スコットランドとウイスキー」とサイン入り
の本が届き、「73ページを見て」とメモが入
っていた。そこには「ウイスキー愛好家にとっ
ての巡礼地」というキャプション付きの修道
院の遺跡のこの写真があった。

彼はリサーチを始め、ビジターセンターの
可能性を考え始めた。彼が妻とグレンモー
レンジ・カドボール・ハウスを運営した時、グ
レンモーレンジとのコラボレーションの話が上
がったが、その計画は保留された。このアイ
デアはその4年後に再浮上したが、今回は
コンサルタントとしてジム・スワン博士が加
わり蒸留所を必要とするという事だった。「
私がジムにした約束は何よりもまずスピリッ
ツを保ち続けるということでした。そうでなけ
ればネス湖のモンスターや少量のウイスキ
ーのディズニーランドと揶揄されたかもしれ
なかった」。と教えてくれた。

「初めて火入れした2017年の9月から
2年近くが経過した今、スピリッツも非常に
良くなってきたと言える。

悲劇的にジムはこのプロジェクトの途中
で亡くなりましたが、私達は彼のカスクのレ
シピを受け継いでいたので私達夫婦はル
イビルの樽業者を訪問した」。リンドーズは
新たなブランドを立ち上げ、ブームになって
いるジン業態の波に乗りたいという誘惑に

抵抗することに成功し、その代わりにスイー
トチャービル、レモンバーベナを含むアクア
ヴィテをリリースした。このスピリッツは甘く、
またデーツとレーズンに漬け込まれ1494
年のオリジナルレシピに比べ更にエ
キゾチックなものとなった。

先に説明したようにフライア
ー・ジョンはウイスキーを作っ
ていなかったかもしれない。「
アクアヴィテが傷薬として使わ
れたと記述されていることは周
知のことだ」とドリューは言う。「
私の理論は4人が同じ部屋に入
り、誰か一人がそれを飲み始めたら、
残りの人は少なくともそれは飲んでも大丈
夫なものだ、と言うだろう」。

農場の建物から蒸留所に改築する前
にスミス・マッケンジーは徹底的な考古学

的調査をしなければならないことをわかっ
ていた。これまでのところ、最もエキサイティ
ングな発見は深さおよそ3フィートにある石
で囲まれた粘土質であった。これは古代
の蒸留所のためのスチルだったのか？まだ

回答には早すぎるのかもしれない
が、テストの結果、炭素、木

材、大麦の痕跡が明らか
になった。もしこれが真実
であれば、ファイフにまつ
わるウイスキーの全貌を
語ることになるであろう。
「Scotch Missed」の著
者であるブライアン・タウ

ンゼントはその事をうまくま
とめて書いている。「リンドー

ズはユニークな蒸留所であろう」
と。2018年の新聞「クーリエ」にこう書

いている。「神聖なものと世俗的なもの、そ
して過去の精神と現在を融合させる」と。

   

テイ湾を超えて
フランシス・カスバートの麦芽よりもカート

ンのコストについてのコメントはファイフのテ
イ湾とモンローズ近くの海岸を渡った農場
の蒸留所であるアーバイキのジョン・スター
リングにも確実に共鳴している。彼は大き
な蒸留業者が多くの点で穀物の価格を
まだまだ引き下げることができると信じてお
り、またもし彼らがどこからともなく最安値の
大麦を仕入れると同時に緑化対策を言
いふらすのであればそれは悪質と言わざる
を得ないだろう。

しかしスーパーで傷一つないじゃがいもの
ようにスムースでキラキラ光るアーバイキ初
のスピリッツ、ポテトウォッカを2014年にリリ
ース、その後すぐに小麦主体のキルスティ
ーズジンマスターディスティラーによって蒸留
されたキルスティー・ブラックをリリースした。

全てのシングルモルトカスクは18年経過

上：リンドーズのスピリッツ

ドリュー・マ
ッケンジー・
スミス

王国

LINDORES

INCHDAIRNIE DAFTMILL

KINGSBARNS

EDEN MILL

ARBIKIE

ファイフ王国の5つの蒸留所はエジンバラから車で1
時間ほどの有名なテイ湾の南岸に集まっている。ア
ーバイキはモントローズ港近くの更に1時間ほど北に
位置している。現在ツアーを提供しているのはキン
グスバーンズとリンドローズだけとなる。エデンミルは
新しい蒸留所を建設中のため現在はツアー中止と
なっている。
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するまでは世に出さず、それまでの間はウ
イスキーライターのデイブ・ブルームによって「
少し優れたもの」と表現されたスパイシーな
「ハイランドライ」をボトリングしている。

スターリングの兄弟たちが2000エーカー
のじゃがいも、小麦、大麦の光景を眺めて
いる間にインスピレーションが舞い降りてき
た経験があったことを教えてくれるのであれ
ば素敵だっただろう。

「我々は今までなぜ自分たちの
手で作ることができないのか？と
思っていたが、全て必要なも
のは揃った。そして飲むにつ
れそのアイデアは良くなり、
ついにその夜素晴らしいア
イデアが浮かんだ」。

驚くことにその計画は現
実味を帯び、2年以内に蒸
留所が誕生して、彼はスコッ
トランドに非常に密接した助け
合い精神である蒸留業者同士のコ
ミュニティと生活困難者のためのアンガス・
カウンシルのサポートに感謝した。

ジンのためのジュニパー植栽からスパイス
作りまで全てこの農場で作られる。「我々
はトレーサビリティとテロワールがスピリッツを
通して共鳴することを望んだ」とジョン。「私
は人々が自分が飲むものに何が入ってい
るのかを知りたいと思う気持ちはますます
重要になってきていると思う」。彼はアーバ
イキがジンの流行の波を捉えられてラッキ

ーだったと認めているが、ウイスキーがやが
て主要になると信じている。

ジョンの兄弟であるデイビッドによって発
見された1790年の地図上にマークされた
アーバイキ蒸留所との歴史的な結びつき
がある。確証はないが彼らはウイスキーを
作っており、じゃがいもを蒸留しているので
はない。

ライ麦もまた同様にアーバイキは
スピリッツにインパクトを与えるか

もしれない事としてさまざまな
大麦を先祖代々育ててい
る。ウイスキー産業は協奏
曲のような2つの高収量
のうち農家はその1つに集
中することを推奨したがジ
ョンはそう思ってない。「もし

唯一の原動力が1トンあたり
のアルコール供給量であるとした

ら、フレーバーの遺伝子のいくつかが
失われる可能性があるだろう」。と彼は言
った。この事は数年後に証明されるであろ
う。アーバイキはこの夏の終わりにビジター
センターをオープンし、地元の農家が訪ね
て自身の作物が黄金の液体に変わること
を夢見る事ができるであろう。成長は一つ
の過程であり、ブランドの成功はまた何か

を得ることでもある。 

下：アーバイキ―のマスターディスティラー　キルステ
ィ・ブラックはジンもウイスキーも監督する

ジョン・スタ
ーリング
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アーバイキ「ハイランド
ライ」のボトリング、

ウイスキーライターデイ
ブ・ブルームは「少し優れ
たもの」と表現している。
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何世紀にもわたるウイスキー民族フォークロアが
盛んな地域であり、その素晴らしい風景に
触発された新たなアランの蒸留所を訪ねた。

文 ： リ チ ャ ー ド ・ ゴ ス ラ ン  写 真 ： ピ ー タ ー ・ サ ン ド グ ラ ウ ン ド

LAGG, ISLE 
OF ARRAN

ラグでの凄ま
じいスチーム
の前で
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DISTILLERY PROFILE

ア
ラン島の南端キルモリー
地区にあるラッグ村の人
里離れた静かな場所に
欺くような外観をした蒸
留所がある。

18世紀後半から19
世紀前半、キルモリー地

区は不法蒸留所の温床となっており、当
時「アランウォーター」と呼ばれたこの液体
はキャンベルタウン、アイラ、スペイサイドか
らでさえ重宝されていた。

この島に蒸留が集中したのは、ここが大
麦と安定した水の供給が可能であるが故
だ。樽はラッグのトーリリン・ウォーターに浮
かべられ、暗闇の中小さなボートで密輸
された。このリスクの高いビジネスは地元の
人々が収入を増やし、家賃を払い、さら
には自分たちで酒を愉しむ為の危険な手
段だった。

恐ろしい混乱
1910年に出版され、歴史と民間伝承

について書かれたThe Book of Arranに

よると、樽を積んだ船がアランの南端を去ろ
うとしていた際、何人かの密輸業者を発見
した1817年3月25日の事件について記
録している。司税官が船を追いかけ島
に戻し、ウイスキーを徴収しようとしてい
た際、島民たちがウイスキーを守るた
めに攻撃をした。

「恐ろしい混乱が続いた」。歴史に
よると2人の男性と1人の女性が銃殺
されている。その9月におこなわれたエジ
ンバラでの裁判では司税官のジョン・ジェフ
リーは殺人罪ではないとされ、彼の行動は「
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彼の指揮下にある人々の命を守るために
必要であった」と陪審員は宣言している。

蒸溜による生命の危険性は、ウイスキ
ー蒸留を許可した1823年に年間10ポ
ンドのライセンス料という画期的な物品税
法の導入により、6年のうちに減少した。
その更に2年以内には1週間に100ガロン
（450キロ）のウイスキーを生産する合
法の蒸留所がラッグに設立され、地元で
育ったベアバーレーを使って蒸留された。

合法になる事はビジネス上では特に良
い動きではなかったようで15年後には下
火となり、そしてまたこの地域での蒸留は

違法となった。。
 

合法蒸留への復活
200年近く早送りされ、アラン蒸留所の

ビジョンのおかげでついにラッグで合法な蒸
留が実現する事になった。マスターディステ
ィラーのジェームス・マクタガートは島の北部
にあるロックランザで会社の別事業にベー
スを一時移していたが、アラン蒸留業者の
マネージングディレクターのユアン・ミッチェル
と共に新しい蒸留所へ案内してくれた。ブ

ロディックのフェリーから左方面へ風うずまく
南海岸を進んだ。

ジェームスは全ての曲がり角を記憶して
いるかのように、曲がりくねった道をミニバン
で軽やかにそして自慢げに運転していく。
ついに蒸留所が明らかとなり、この悪路の
旅路も価値があるものだ。

蒸留所は島南部の岬の上に誇らしげに
位置し、アイルサクレイグの独特な火山で
出来た突岩、キンタイア半島と更に遠方
の北アイルランドの海岸が見渡せる。

更に印象的なのは地平線を横切って
ジグザグに並ぶ屋根と、1つ目の窓の向こ
う側にある2つの銅製コッパースチルと2つ
目の窓から海が見える硝子張りのスチル
ルームだ。

蒸留所独特の形状は北部のゴートフェ
ルの山頂から中央部のグレンロサを想起さ
せ、島の南側へのより穏やかな側面を彷
彿とさせる島独自の形状からインスパイア
されている。

アランはハイランドとローランドの地理的
特性をミックスした「スコットランド・イン・ミニ
チュア」としばしば呼ばれるが、この蒸留所
は「アラン・オブ・ミニチュア」である。この建
物の屋根にはセダム植物が敷かれ、環境
的にも気づかっている。

蒸留所の屋根のジグザグ形
は近くの3つの倉庫のデザイン
にも反映されている。ロックラン

ジグザグなデザインは島のイメージからきている

「今週は始めてスチルを稼働させた
大事な週となった。ニューメイクスピ

リッツには非常に満足しています」
グラハム・オマンド
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蒸留所

インフォメーション
創業：2019年

オーナー：アイルオブアラン蒸留所
スチル：２基

ウォッシュバック：４基
供給量：年間80万リットル

発酵時間：72時間
熟成庫：ラック、パレット式
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ザの蒸留本拠地として、また新たなex-
bourbon樽が用意され、ラッグのニューメ
イクスピリッツを待っている。

バランスの摸索
我々は絶妙なタイミングで訪れたよう

で、蒸留所の外装・内装の一部はまだ作
業されているがスチルルームは稼働し始め
たばかりだった。そして蒸留所のマネージャ
ーグラハム・オマンドからの話はかなり期待
の持てるものだった。

「今週は初めてスチルを稼働させた大事
な週となった。ニューメイクスピリッツには非
常に満足しています」。と彼は語った。「適
切なバランスを見つけ、いくつかの良いサン
プルを取り、ちょうどよいところでカットする事
が出来た」。

アイラ島出身の若者はロックランザにお
いて8年間ジェームスのもとで学び、見習
いを務めたことによって新しい蒸留所を担
当できる機会を得て非常に喜んでいる。

「ロックランザで私が最初の仕事をしたこ
とは私の人生の決断でベストな判断だ」と
彼は言う。「蒸留は芸術であり、私はそれ
を学び、今ついに私自身がラッグでウイスキ
ーを作り上げる機会を得た。これは非常に
素晴らしい機会であり嬉しい限りだ」。

「アランウォーター」
の新たな味わい

このウイスキーはロックランザ蒸留所の
典型的な軽くてアンピーテッドな味わいと
は全く異なる。このラッグスピリッツは島の
この地域のオリジナル「アランウォーター」

、50ppmフェノール値のピートの強いキャ
ラクターである。

フォーサイススチルのスタイルは、ラッグが
蒸留中の逆流を減らすためにコンデンサー
に向かって下向きに傾斜した短い丸みをお
びた本体とラインアームとなっている。

「フェノールのレベルと異なるスタイルのス
チルを組み合わせる事でより重いもの、オ
イリーなスピリッツとなる」とジェームス。彼の
情熱は彼がアイラでウイスキー業界に参入
したこの40年間と同じくらい新鮮である。

蒸留所は会社に異なったピートウイスキ
ーの味わいを探求するという機会をもった。

「我々はスピリッツの観点からメインの商
品をどうするのか明確な考えを持っている
が、様々な要因で実験する機会も持ち合
わせている」とユアン・ミッチェルは教えてくれ
た。「島の南端は伝統的に多くの蒸留所
があった場所です、またとてもヘビーピーテッ
ドなスピリッツも生み出した。だからこの新し
いアランピーテッドシングルモルトを作りたい
という点は自然な事であると思った。私た
ちのこの機会を人力と実験の両方でつか
むことが出来るので、スピリッツにどのような
影響を与えるか様々なピート、カスクを使
い、またスチルの作動状況を調査する事
を計画しています。とても刺激的な時間に
なるだろう」。

インスタグラム
マッシュタンから蒸気が上がり、新しいス

チルのネックの先ではウォッシュが泡立って
いる間、5月に予定されている蒸留所オー
プンに向けて最終調整のためにハチの巣を
つついたような忙しさと騒音になるだろう。
ロックランザが開業した時と同じようにビジ
ターの数は明らかに多く大変な業務とな
るだろう。その事を念頭において、ラッグか
ら1997年のオープン以来の経験を持つ
Faye Waterlowが異動してくる。

「ビジターセンターやツアーでどのような業

「適切なバランス
を見つけ、いくつ
かの良いサンプル
を取り、ちょうどよ
いところでカット
する事が出来た」
グ ラ ハ ム ・ オ マ ン ド

完璧なスピリッツには労力を惜しまない
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務がしたいのか、ラッグが計画されたときに
私が関わることができて嬉しく思い、新しい
建物ではどんな景色が見たいのかと尋ねら
れました」と彼女は言った。そこで私は「光
栄です。私の希望がかなえられて嬉しく思
う」と答えた。

ロックランザは現在、年間およそ10万人
の来場者を迎えており、ウイスキーファンと
島の観光客がラッグへも訪れる事が出来
るよう特別に2つの蒸留所のチケットを購
入するチケットを販売する。

ラッグ蒸留所はどこもインスタグラム映え
するように細部にこだわっており、ビジターを
楽しませる工夫に富んでいる。見た目も良

く、私たちは多くのサンプルを飲んで頂ける
のを楽しみにしている。

上：エキサイティングな時間だ 上：願いがかなって幸せ

ラッグのマッシュタンにて

E X P L O R E  A R R A N

You Tube、SMWS 
Silverscreenでもご覧

いただけます。


